
 

 

 

在宅療養者の一時入院に関する協定書 

 

 文京区（以下「甲」という。）と医療法人社団大坪会東都文京病院（以下「乙」とい

う。）は、在宅療養者の一時入院について、次のとおり協定を締結する。 

 

 （目的） 

第１条 この協定は、文京区の区域内（以下「文京区内」という。）に居住する在宅療

養者（以下「患者」という。）の容態が悪化し、又は急変し、一時的な入院加療が必

要となった場合に、当該患者の主治医（以下「主治医」という。）により、患者の入

院先の確保が円滑に行われることを目的とする。 

 （入院の受入れ） 

第２条 乙は、前条の場合において、主治医からの要請に基づき、可能な限り患者を乙

の病院で受け入れる。 

２ 前項に規定する要請は、診療情報提供書（別紙）により行うものとする。ただし、

診療情報提供書に準じた別の診療情報提供関係書類を使用することを妨げない。 

３ 第１項の規定により乙が患者の入院を受け入れる期間は、１４日を限度とする。た

だし、乙が治療上必要と認めた場合は、当該期間を延長することができる。 

 （周知方法） 

第３条 甲は、乙を在宅療養後方支援協力病院として、次に掲げる事項を文京区内の医

療機関に対して周知する。 

 ⑴ 乙の名称 

 ⑵ 乙の所在地 

 ⑶ 乙の連絡先 

２ 乙は、前項各号のいずれかに変更する点があった場合には、速やかに甲に届け出る

ものとする。 

３ 甲は、前項の規定による届出があったときは、文京区内の医療機関に対して変更内

容を周知する。 

 （協定期間） 

第４条 協定期間は、平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までとする。 

２ 前項の協定期間が満了する日（以下「満了の日」という。）の１か月前までに、甲

又は乙が特段の意思表示を行わないときは、この協定は、満了の日の翌日から起算し

て１年間更新するものとし、その後も同様とする。 

 （その他） 

第５条 この協定の履行について疑義を生じたとき又はこの協定の記載事項を変更す

る必要が生じたときは、甲乙協議の上定めるものとする。 

 



 

 

 

 （旧協定の廃止） 

第６条 平成２４年１２月１１日付けにて甲乙間で締結した協定書は、本協定書の締結

をもって廃止する。 

 

 この協定の締結を証するため、本書を２通作成し、甲及び乙がそれぞれ記名押印の上、

各１通を保有する。 

 

 平成２６年４月１日 

 

     甲 所在地 東京都文京区春日一丁目１６番２１号 

       名 称 文京区 

       代表者 文京区長   成 澤  廣 修 

 

     乙 所在地 東京都文京区湯島三丁目５番７号 

       名 称 医療法人社団 大坪会 東都文京病院 

       代表者 院  長   山 田 義 直 

 


